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消費電力9割削減を目標

千千鳥鳥ケケ淵淵でで ラライイトトアアッッププにに太太陽陽光光発発電電をを
区
と
千
代
田
区
観
光
協
会
は
、
老

朽
化
し
た
千
鳥
ケ
淵
ボ
ー
ト
場
の
改

築
に
合
わ
せ
て
、
環
境
に
配
慮
し
た

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま

し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
選
定
に
あ
た
り
、

景
観
に
ふ
さ
わ
し
い
落
ち
着
い
た
色

の
パ
ネ
ル
で
あ
る
こ
と
や
日
照
効
率

の
関
係
か
ら
、
微
結
晶
タ
ン
デ
ム
型

の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
好
ま
し

い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
こ
の
分
野

で
実
績
の
あ
る
三
菱
重
工
業
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

同
社
は
、
多
く
の
見
物
客
が
集
ま

る
夜
桜
の
名
所
に
、
環
境
に
配
慮
し

た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
提
供
す
る
こ
と

は
社
会
的
貢
献
の
意
義
が
高
い
と
判

断
。
区
に
対
し
設
置
工
事
を
含
め
太

陽
光
発
電
設
備
一
式
を
寄
贈
し
ま
し

た
。微

結
晶
タ
ン
デ
ム
型
太
陽
電
池

モ
ジ
ュ
ー
ル

直
射
日
光
だ
け

で
な
く
紫
外
線
で
も
発
電
で
き

る
薄
膜
系
電
池
で
す
。

公
民
一
体
で
環
境
へ
取
組
み

さ
く
ら
の
季
節
に
千
鳥
ケ
淵
で
環

境
に
配
慮
し
た
取
組
み
を
行
い
ま

す
。

■
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で

C
O2
を
年
間
４
ト
ン
削
減

毎
年
100
万
人
を
超
え
る
見
物
客
で

に
ぎ
わ
う
千
鳥
ケ
淵
の
夜
桜
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
は
、
今
ま
で
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
ド

ラ
ム
缶
１
本
分
（
約
200
リ
ッ
ト
ル
）

の
軽
油
を
燃
や
し
、C
O2
（
二
酸
化

炭
素
）
や
排
ガ
ス
、
騒
音
を
出
し
て

い
ま
し
た
が
、
太
陽
光
発
電
と
Ｌ
Ｅ

Ｄ
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
で
年
間
約

４
ト
ン
の
C
O2
を
削
減
で
き
ま
す
。

■
周
辺
環
境
に
調
和
し
た
千
鳥
ケ

淵
ボ
ー
ト
場

昨
年
５
月
か
ら
改
修
し
て
い
た
千

鳥
ケ
淵
の
ボ
ー
ト
場
は
、
建
物
が
特

別
史
跡
内
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、

周
辺
環
境
と
の
調
和
を
図
り
、
次
の

よ
う
な
配
慮
を
し
ま
し
た
。

・
18
枚
の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を

屋
根
に
設
置
し
、
年
間
を
通
じ
て

ク
リ
ー
ン
電
力
を
活
用

・
雨
水
浸
透
な
ど
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
対
策

・
既
存
樹
木
を
活
用
し
た
緑
化
植
栽

・
さ
く
ら
や
江
戸
城
石
垣
な
ど
の
色

合
い
と
素
材
感
を
継
承
し
た
デ
ザ

イ
ン

■
千
鳥
ケ
淵
周
辺
で
電
気
バ
ス「
さ

く
ら
祭
り
号
」
を
運
行

大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町
地
区

を
無
料
で
巡
回
し
て
い
る
丸
の
内
シ

ャ
ト
ル
が
コ
ー
ス
を
延
長
し
運
行
し

ま
す
。
丸
の
内
シ
ャ
ト
ル
は
、
低
公

害
・
低
騒
音
・
低
床
で
人
と
環
境
に

優
し
い
電
気
バ
ス
で
す
。

と
き

３
月
28
日
（土）
・
29
日
（日）
10

時
〜
19
時
（
運
行
間
隔
15
分
ご
と
）

コ
ー
ス

九
段
下→

神
保
町→

小
川

町→

須
田
町→

神
田
駅
か
ら
丸
の

内
シ
ャ
ト
ル
の
コ
ー
ス
（
読
売
新

聞
社
前
）
に
戻
り
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
太
陽
光
発
電
を
利
用

s
千
鳥
ケ
淵
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
昨
年
の
さ
く
ら
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
グ
ラ
ン

プ
リ
作
品
「
オ
ア
シ
ス
」
伊い

藤と
う

晃
さ

ひ
か
る
　

ん
）

今年も３月下旬から４月初旬にさ
くらまつりを開催します。期間中は
千鳥ケ淵緑道のライトアップやさま
ざまなイベントを行います。開花予
想により開催期間が前後しますの
で、最新の情報は区観光協会のホー
ムページ等をご覧ください。
■３月27日（金）～29日（日）さくらフェ
スティバルの開催日が決定
さくらまつりのイベントの一つで
ある、さくらフェスティバルの開催
日が決まりました。詳しくは、まち
みらいニュース３月20日号（本紙差
込み）をご覧ください。
とき ３月27日（金）～29日（日）10時～
17時（初日は11時から）

会場 國神社外苑（九段北２―１）
問合せ 千代田区商店街連合会事務
局 15281―1171
■さくら情報を提供
区内さくらの見所、開花状況、緑

道ライトアップ、区営ボート場など
の情報を提供しています。
・区観光協会のホームページ

http://www.kanko-chiyoda.jp
・さくらまつり携帯サイト

http://www.kanko-chiyoda.jp/ 
tabid/1037/Default.aspx

携帯電話からも情報をご覧になれ
ます。
※QRコードは、機種
によって表示できな
い場合があります。

・さくらまつりテレホンガイド
10570－007－070

（４月16日（木）まで）
自動応答システムで24時間情報
を提供します。サイトID（3

さ

9
く

6
ら

）を入
力してください。

事前に期間の確認を

区
と
千
代
田
区
観
光
協
会
は
、
千
鳥
ケ
淵
ボ
ー
ト
場
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
そ
の
電
力

の
一
部
を
使
っ
て
千
鳥
ケ
淵
の
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
照
明
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
機
器
等
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
消
費
し
て
い
た
電
力
の
９
割

を
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

問
合
せ
　
千
代
田
区
観
光
協
会
　
1
３
２
９
２
｜
５
５
３
０

皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
千
鳥
ケ

淵
ボ
ー
ト
場
が
、
３
月
25
日
（水）

に
営
業
を
再
開
し
ま
す
。

■
通
常
の
営
業

時
間

９
時
30
分
〜
17
時
30
分

休
業
日

月
曜

料
金

30
分
500
円

※
営
業
時
間
・
料
金
は
季
節
に

よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
。

■
さ
く
ら
ま
つ
り
期
間
中
の
営

業期
間
中
（
左
記
事
参
照
）
は

営
業
時
間
を
延
長
し
、
休
ま

ず
営
業
し
ま
す
。

時
間

９
時
30
分
〜
20
時
（
乗

船
受
付
は
19
時
30
分
ま
で
）

料
金

30
分
800
円
（
観
桜
期
）

問
合
せ

区
民
商
工
課
商
工
観

光
係1

５
２
１
１
―
４
１
８
５

3
月
25
日
（水）

千
鳥
ケ
淵
ボ
ー
ト
場
が
営
業
再
開

３月27日（金）～４月５日（日）開催予定

さくらまつりさくらまつり

定　額　給　付　金
子育て応援特別手当

の

お知らせ

４・５面
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区
は
、
生
活
安
定
化
総
合
対
策
事

業
の
一
環
と
し
て
、
一
定
所
得
以
下

の
方
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
生
活
や
就
職
に
関

す
る
相
談
、
職
業
訓
練
、
生
活
資
金

の
貸
付
け
な
ど
、
生
活
安
定
・
正
規

雇
用
に
向
け
た
き
め
細
か
い
支
援
を

行
う
ほ
か
、
子
ど
も
へ
の
支
援
を
実

施
し
ま
す
。
申
請
書
の
配
布
・
受
付

な
ど
の
相
談
は
、福
祉
総
務
課
生
活

安
定
応
援
窓
口
（
区
役
所
３
階
）
で

受
け
付
け
ま
す
。

対
象
（
共
通
要
件
）

①
世
帯
の
生
計
中
心
者
で
あ
る
こ
と

②
課
税
所
得
（
単
身
＝
年
額
50
万
円

以
下
／
扶
養
し
て
い
る
人
が
い
る

場
合
＝
年
額
60
万
円
以
下
）
ま
た

は
総
収
入
金
額
が
一
定
基
準
以
下

で
あ
る
こ
と
＝
図
表
１
＝

③
預
貯
金
等
資
産
の
保
有
額
が
600
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と

④
土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い

こ
と
（
現
在
住
ん
で
い
る
場
所
の

土
地
・
建
物
は
除
く
）

⑤
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住

し
て
い
る
こ
と

⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
世
帯
主
ま

た
は
構
成
員
で
な
い
こ
と

こ
の
ほ
か
に
も
、
事
業
ご
と
に
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

正
社
員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
欲

と
可
能
性
が
あ
る
方
に
、
都
就
職
チ

正
規
雇
用
へ
支
援

ャ
レ
ン
ジ
相
談
室
（
飯
田
橋
３
―
10

―
３
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
内
）
が
、

一
人
ひ
と
り
の
適
性
や
状
況
に
合
っ

た
就
業
相
談
や
公
共
職
業
訓
練
の
受

講
紹
介
を
行
い
ま
す
。
受
講
後
の
就

職
活
動
も
支
援
し
ま
す
（
受
講
奨
励

金
あ
り
）。

▼
生
活
サ
ポ
ー
ト
特
別
貸
付
事
業

職
業
訓
練
受
講
中
の
資
金
と
就
労

の
た
め
の
資
金
を
都
社
会
福
祉
協
議

会
が
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業

中
学
校
３
年
生
・
高
校
３
年
生
等

子
ど
も
へ
支
援

（
20
歳
に
な
る
年
度
ま
で
）
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
方
に
、
学
習
塾

等
の
受
講
費
用
や
大
学
等
の
受
験
費

用
を
都
社
会
福
祉
協
議
会
が
無
利
子

で
貸
し
付
け
ま
す
＝
図
表
２
＝
。

子
ど
も
が
高
校
・
大
学
等
に
入
学

し
た
場
合
な
ど
は
、
償
還
は
免
除
さ

れ
ま
す
。

問
合
せ

福
祉
総
務
課
事
業
調
整
主

査

1
５
２
１
１
―
４
２
１
０

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
、
学
校
な
ど
の
身
近
な
施
設
で
地

域
住
民
が
自
主
運
営
し
、
地
域
の
特

性
を
い
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
展
開
す
る
、
多
種

目
・
多
世
代
・
多
目
的
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ

た
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

今
回
、
設
立
支
援
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
区
の
特
性
に
応
じ
た
ク
ラ

ブ
の
設
立
支
援
の
指
針
等
を
検
討
す

る
た
め
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
委

員
に
は
、
こ
の
ほ
か
学
識
経
験
者
や

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
代
表
者
等
が
加

わ
り
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
で
、
年
数

回
18
時
以
降
の
会
議
に
出
席
で
き

る
方
若
干
名
（
選
考
）

※
意
見
の
内
容
、
委
員
全
体
の
年
齢

構
成
、
地
区
な
ど
を
考
慮
の
上
、

決
定
し
ま
す
。

任
期

委
員
会
と
し
て
の
検
討
が
終

了
す
る
ま
で

申
込
み

４
月
３
日
（金）（
必
着
）ま
で

に
、
封
書
（
９
面
参
照
）
で
応
募
の

動
機
と
区
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
意
見
（
400
字

程
度
）
を
記
入
し
、
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
（
〒
102
―
8688
九
段
南
１
―
２

―
１
1
５
２
１
１
―
３
６
２
７
）

へ
。

利
用
期
間

４
月
１
日
（水）
〜
平
成
22

年
３
月
31
日
（水）

場
所

神
田
駿
河
台
４
―
３
本
郷
通

り
井
上
眼
科
前

申
込
み

３
月
23
日
（月）
か
ら
所
定
の

申
請
書（
安
全
生
活
課
・
出
張
所
・

各
駐
輪
場
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

書
類
（
区
民
は
住
所
を
証
明
す
る

も
の
、
高
校
生
以
下
は
学
生
証
の

写
し
な
ど
）
を
添
え
て
郵
送
ま
た

は
直
接
安
全
生
活
課
路
上
障
害
物

対
策
係
（
〒
102
―
8688
九
段
南
１
―

２
―
１
区
役
所
５
階
1
５
２
１
１

―
４
３
４
５
〈
平
日
８
時
30
分
〜

17
時
〉）
へ
。

▼
水
道
橋
駅
東
口
に
コ
イ
ン
パ
ー
キ

ン
グ
開
設

水
道
橋
駐
輪
場
の
隣
接
部
分
に
一

時
利
用
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
（
44

台
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

利
用
料
金

１
日
100
円
（
最
初
の
２

時
間
は
無
料
）

秋
葉
原
東
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
、
防
災
に
関
わ
る
体
験
が
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
新
し
く
な
っ
た
和

泉
公
園
が
会
場
で
す
の
で
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き

３
月
29
日
（日）
12
時
〜
14
時
30

分
ご
ろ
（
小
雨
決
行
）

会
場

和
泉
公
園
（
神
田
和
泉
町
１
）

内
容

①
水
消
火
器
体
験
②
は
し
ご

車
、
ミ
ニ
消
防
車
、
起
震
車
乗
車

体
験
③
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
担
架
搬
送
体
験

④
車
い
す
体
験

※
こ
の
ほ
か
、
和
泉
小
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
、
神
田
囃
子
、
神
田
雷
神
太
鼓

の
演
奏
や
防
災
な
べ
を
使
用
し
た

町
会
に
よ
る
豚
汁
等
の
模
擬
店
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

秋
葉
原
東
部
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会

（
和
泉
橋
出
張
所
内
）

1
３
２
５
３
―
４
９
３
１

千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
支
援
検
討
委
員
会
の
委
員
を
募
集

私
た
ち
の
身
近
な
温
暖
化
対

策
行
動
が
、
具
体
的
に
ど
れ
だ

け
の
効
果
を
も
た
ら
す
か
。
今

回
は
、
冷
暖
房
の
設
定
温
度
を

工
夫
す
る
こ
と
や
１
日
１
時
間

テ
レ
ビ
利
用
を
減
ら
す
な
ど
で

の
効
果
を
紹
介
し
ま
す
。

冷
暖
房
の
設
定
温
度
を
工
夫
す

る
冷
房
の
温
度
を
１
℃
高
く
、

暖
房
の
温
度
を
１
℃
低
く
設
定

し
ま
し
ょ
う
。

カ
ー
テ
ン
で
太
陽
光

を
調
整
し
、
ク
ー
ル
ビ

ズ
や
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
で

冷
暖
房
の
設
定
温
度
を

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

１
日
１
時
間
テ
レ
ビ
利
用
を
減

ら
すテ

レ
ビ
を
見
る
と
き
は
、
見

た
い
番
組
だ
け
を
選
ん
で
見
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
事
な
ど
で
見
て
い
な
い
と

き
や
他
の
部
屋
へ
行
く
と
き
な

ど
は
、
こ
ま
め
に
テ
レ
ビ
を
消

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

―
全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
よ
り
―

問
合
せ

環
境
・
温
暖
化
対
策

課
地
球
温
暖
化
対
策
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
３

消
費
電
力
100
Wh
の
テ
レ
ビ

利
用
を
１
日
１
時
間
減
ら
し

た
場
合

年
間
の
C
O2
削
減
効
果

約
14
kg

年
間
で
電
気
代
約
800
円
の

節
約

2.2
kW
機
器
の
エ
ア

コ
ン
を
使
用
し
、

冷
房
は
１
℃
高
く
、

暖
房
は
１
℃
低
く

設
定
し
た
場
合

年
間
の
C
O2
削
減

効
果
　
約
33
kg

年
間
で
電
気
代
約

２
千
円
の
節
約

26

行
動
の
年
間
効
果
⑤

く

ら

し

の

安

全

安

心

・

大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
家
具

の
転
倒
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
凶
器

に
な
り
、
ケ
ガ
の
大
き
な
要
因
に

な
り
ま
す
。

家
具
の
転
倒
な
ど
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
対
策
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
い
つ
か
必
ず
起
こ
る
地
震

に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
や
オ

フ
ィ
ス
で
家
具
類
の
転
倒
防
止
や

ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
な
ど
の
対
策

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

特
に
３
月
は
、
転
勤
な
ど
で
引

越
し
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
引

越
し
の
際
は
、
対
策
を
行
う
絶
好

の
機
会
で
す
。
家
具
転
倒
防
止
の

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
近
く
の

消
防
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
区
は
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
な
ど
に
家
具
転
倒
防
止

器
具
の
取
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
介
護
課
在
宅
支
援
係

（
1
５
２
１
１
―
４
２
２
０
）
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
月
の
引
越
し
シ
ー
ズ
ン
が
チ
ャ
ン
ス

大
地
震
に
備
え
て
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
を

生
活
安
定
化
総
合
対
策
事
業

正
規
雇
用
や
子
ど
も
の
受
験
を
支
援

自転車

区内在住者 3,000円

その他の方 6,000円

高校生以下 3,000円

原付（50cc以下）

区内在住者 3,500円

その他の方 7,000円

▼御茶ノ水駐輪場の登録手数料

水道橋駅 

コインパーキング 

東洋 
高校 

三崎 
稲荷神社 

白
山
通
り 

水
道
橋
西
通
り 

← 飯田橋 

交番 

外堀通り 

御
茶
ノ
水 

→ 神田川 

御茶ノ水駅 

御茶ノ水 
駐輪場 

ニコライ堂 

聖
橋 

井上眼科 

秋葉原→ 

←水道橋 

神田川 御
茶
ノ
水
駐
輪
場

利
用
者
を
募
集

扶養人数 総収入（年間）
０人（単身） 176万円以下
１人 260万円以下
２人 320万円以下
３人 380万円以下
４人 440万円以下
５人 500万円以下

▼図表１　収入要件基準表

※賃貸に住んでいる方は、年額84万円（月額７万円）を
限度に、家賃支払額を本人収入額から減額できます。

※高卒認定合格者や既卒者で大学入学を目指している方（浪人生）も、20
歳未満であれば１回に限り貸付の対象になります。

貸付金の種類

学習塾等

受講料貸付金

大学等

受験料貸付金

対　象　者

中学校３年生、中等教育学校３年生

高校３年生、中等教育学校６年生

高校３年生、中等教育学校６年生

（35,000円×３校まで）

貸付限度額

150,000円

200,000円

105,000円

▼図表２　チャレンジ支援貸付事業の内容

秋葉原東部地域コミュニティ活性化事業

みんなで守ろう
あきはばら Part８
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広　　告

区
制
62
周
年
記
念
日
に
表
彰
さ
れ
た
方

千
代
田
区
は
、昭
和
２２
年
３
月
１５
日
に
p
町
区
と
神
田
区
が
統
合
さ
れ
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
日
を
区
制
記
念
日
と
し
、
今
年
も
表
彰
式
を
行
い
、
特
別
功
労
者
２３
名
、
各
分
野
別

功
労
者
２１８
名（
団
体
を
含
む
）の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

特特

別別

功功

労労

者者

安

達

保

俊

阿
　
部
　
八
重
子

奥

田

久

勝

奥

田

英

雄

奥

津

佳

子

小

熊

朝

秀

加

賀

京

子

北

川

高

雄

寒
河
江
　
清
夫

清

水

司

郎

杉

田

宗

一

木

　

久

津

八

重

坪

井

康

子

中
　
津
　
阿
優
美

花

田

　

勲

林

　

　

勇

真

柴

　

弘

丸

尾

弘

一

森

下

悦

子

吉
　
原
　
健
一
郎

米

川

　

潔

渡
　
邊
　
伊
佐
雄

分分
野野
別別
功功
労労
者者

平
河
町
二
丁
目
町
会
理
事
兼
婦
人
部
副
部
長

麹
町
四
丁
目
町
会
婦
人
部
長

隼
町
町
会
副
会
長
兼
会
計

平
河
町
一
丁
目
町
会
名
誉
会
長

五
番
町
町
会
副
会
長
兼
婦
人
部
長

麹
町
二
丁
目
町
会
常
任
理
事

麹
町
出
張
所
地
区
連
合
町
会
会
長

麹
町
三
丁
目
町
会
役
員

有

楽

町

町

会

理

事

富
士
見
二
丁
目
町
会
青
少
年
部
長

九
段
二
丁
目
町
会
女
性
部
副
部
長

富
士
見
一
丁
目
町
会
会
計
部
長

九
段
二
丁
目
町
会
女
性
部
副
部
長

九
段
四
丁
目
町
会
防
犯
部
長

九
段
南
北
一
丁
目
町
会
副
会
長

九
段
三
丁
目
町
会
婦
人
部
長

飯
田
町
町
会
副
会
長

飯
田
橋
町
会
青
少
年
部
長

神
保
町
一
丁
目
北
部
町
会
福
祉
部
長

西
神
田
三
丁
目
町
会
副
会
長

神
保
町
三
丁
目
町
会
副
会
長
兼
婦
人
部
長

神
田
猿
楽
町
町
会
前
文
化
部
長

神
田
三
崎
町
町
会
防
火
・
防
災
部
長

神
保
町
一
丁
目
町
会
会
計
部
長

神
田
三
崎
町
町
会
青
少
年
部
部
長

北
神
町
会
副
会
長
兼
文
化
部
長

荒

井

順

子

荒

井

麗

子

岩

澤

保

夫

大

平

秀

男

川

村

裕

子

鈴

木

　

徹

田

中

康

博

根
　
岸
　
ヨ
シ
エ

三

鬼

　

鑑

上

田

勝

則

梅

村

治

代

女
部
田
　
光
　
子

神

崎

純

子

櫻

井

　

守

信

太

　

衛

杉

本

昭

子

福

山

雅

敏

山

田

佳

幸

池

田

正

大

坂

隆

一

大

山

惠

子

大
和
田
　

夫

塩

谷

信

夫

鈴

木

英

司

関

川

安

博

鳴

海

幸

司

神
田
三
崎
町
町
会
総
務
部
長

北
神
町
会
副
会
長
兼
総
務
部
長

神
保
町
一
丁
目
町
会
青
年
副
部
長

北
神
町
会
衛
生
厚
生
部
長

北
神
町
会
文
化
副
部
長

西
神
田
町
会
交
通
部
長

西
神
田
町
会
副
会
長
兼
会
計
部
長

神
保
町
一
丁
目
町
会
防
災
兼
青
年
部
長

神
保
町
三
丁
目
町
会
副
会
長

神
西
町
会
婦
人
部
長
　

神
田
猿
楽
町
町
会
総
務
・
環
境
衛
生
部
長

神
保
町
一
丁
目
北
部
町
会
奉
仕
部
長

内
神
田
旭
町
々
会
商
店
振
興
部
長

神
田
鍛
冶
三
会
町
会
副
会
長
兼
総
務
部
長

内
神
田
美
土
代
町
会
清
掃
部
長
兼
相
談
役

内
神
田
旭
町
々
会
福
祉
部
長

司
一
町
会
婦
人
部
長

司

一

町

会

理

事

内
神
田
鎌
倉
町
会
防
災
部
長

神
田
鍛
冶
三
会
町
会
副
会
長
兼
経
理
部
長

内
神
田
美
土
代
町
会
副
会
長

司
町
二
丁
目
町
会
婦
人
部
副
部
長

小
川
町
三
丁
目
西
町
会
副
会
長

内
神
田
美
土
代
町
会
副
会
長
兼
防
犯
交
通
部
長

内
神
田
美
土
代
町
会
副
会
長

須
田
町
一
丁
目
南
部
町
会
衛
生
部
長

神

台

会

役

員

神
田
五
軒
町
々
会
副
会
長

西

角

邦

夫

萩

原

勝

昭

長
谷
部
　
智
　
晴

早

川

隆

介

松

林

功

典

水

村

忠

雄

水

村

嘉

夫

宮

田

重

雄

向

井

宏

昌

山
　
崎
　
久
美
子

山

田

尚

夫

吉

野

隆

一

秋

山

利

昭

植

村

宣

三

小
　
川
　
ゆ
き
よ

片

山

哲

男

金
　
子
　
登
志
美

川

本

成

男

児

谷

昭

幸

櫻
　
井
　
忠
太
郎

針

谷

忠

男

古

川

征

生

松

島

　

健

村

松

　

進

安

川

　

博

岡

谷

洋

子

神

山

ユ

サ

小

林

俊

司

須
田
町
中
部
町
会
副
会
長

外
神
田
三
丁
目
末
広
町
会
防
災
部
長

神

台

会

会

計

監

査

神
田
同
朋
町
会
副
会
長

外
神
田
三
丁
目
末
広
町
会
監
査

須
田
町
中
部
町
会
婦
人
部
副
部
長

富
山
町
町
会
副
会
長
・
衛
生
部
長

神
田
佐
久
間
町
一
丁
目
町
会
会
計
部
長

神
田
練
塀
町
町
会
監
査
役

神
田
佐
久
間
町
三
丁
目
町
会
副
会
長

神
田
駅
東
連
合
町
会
婦
人
部
長

岩
本
町
三
丁
目
町
会
副
会
長

紺
屋
町
南
町
会
副
会
長
・
会
計
監
査

神
田
佐
久
間
町
三
丁
目
町
会
顧
問

岩
本
町
二
丁
目
岩
井
会
副
会
長
・
青
年
部
長

神
田
松
永
町
町
会
総
務
・
防
災
防
火
部
長
・
会
計

神
田
和
泉
町
町
会
会
館
運
営
部
長

東
松
下
町
町
会
副
会
長

神
田
佐
久
間
町
三
丁
目
町
会
会
長

秋
葉
原
東
部
町
会
連
合
会
婦
人
部
長

東
神
田
豊
島
町
会
副
会
長
・
総
務
部
長

神
田
松
枝
町
会
副
会
長

鍛
冶
町
一
丁
目
町
会
副
会
長
・
福
祉
厚
生
部
長

神
田
佐
久
間
町
四
丁
目
町
会
会
長

神
田
練
塀
町
町
会
婦
人
部
長

岩
本
町
一
丁
目
町
会
会
長

神
田
松
永
町
町
会
青
年
・
企
画
部
長

神
田
東
紺
町
会
体
育
部
長

神
田
佐
久
間
町
三
丁
目
町
会
副
会
長

岩
本
町
二
丁
目
岩
井
会
副
会
長
・
防
災
部
長

神
田
松
永
町
町
会
会
計
部
長

岩
本
町
一
丁
目
町
会
総
務
・
防
災
部
長

神
田
駅
東
連
合
町
会
会
長

神
田
佐
久
間
町
三
丁
目
町
会
副
会
長

神
田
佐
久
間
町
一
丁
目
町
会
総
務
・
衛
生
部
長

富
山
町
町
会
副
会
長
・
会
計
部
長

神
田
東
紺
町
会
会
長

神
田
佐
久
間
町
三
丁
目
町
会
副
会
長

神
田
松
枝
町
会
第
二
部
部
長

神
田
松
枝
町
会
監
査

鍛
冶
町
一
丁
目
町
会
副
会
長
・
経
理
部
長

小

山

雅

司

坂

和

和

枝

清

水

順

一

永

井

　

裕

山

田

玉

成

吉

川

　

久

渥

美

　

勇

阿

部

憲

一

井

口

瑛

雄

上

野

昭

悦

遠
　
藤
　
喜
久
子

栗

下

治

康

小

林

祐

夫

小

松

政

茂

斉

藤

守

正

鷺

谷

　

廣

塩

谷

　

清

進

藤

和

男

鈴

木

精

一

畑

和

子

寺
　
田
　
善
次
郎

戸

田

常

人

長

江

孝

明

中

川

恒

雄

中
　
島
　
眞
理
子

中

山

　

卓

西

井

伸

樹

原

　

三

郎

平

間

恒

夫

藤

野

輝

人

夫

馬

和

幸

松

井

淳

一

松

浩

一

松

島

直

樹

松

本

　

正

宮

坂

公

雄

宮

島

浩

二

谷
田
部
　
龍

彦

山

田

丈

夫

吉

田

義

雄

渡

邊

　

宏

九
段
小
学
校
学
校
歯
科
医

千
代
田
小
学
校
学
校
薬
剤
師

昌
平
小
学
校
学
校
医
（
内
科
）

神
田
一
橋
中
学
校
学
校
医（
眼
科
）

千
代
田
小
学
校
学
校
歯
科
医

番
町
幼
稚
園
幼
稚
園
歯
科
医

昌
平
小
学
校
学
校
歯
科
医

番
町
小
学
校
学
校
医
（
内
科
）

千
代
田
区
ラ
ジ
オ
体
操
会
連
盟
副
理
事
長

千
代
田
区
軟
式
野
球
連
盟
副
理
事
長

千
代
田
区
テ
ニ
ス
協
会
副
会
長

千
代
田
区
水
泳
連
盟
常
任
理
事

千
代
田
区
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
副
理
事
長

千
代
田
区
弓
道
連
盟
常
任
理
事

千
代
田
区
体
育
協
会
副
会
長

千
代
田
区
軟
式
野
球
連
盟
副
理
事
長

千
代
田
区
ゴ
ル
フ
協
会
理
事

千
代
田
区
陸
上
競
技
協
会
副
理
事
長

千
代
田
区
少
年
少
女
指
導
者
協
議
会
運
営
委
員

千
代
田
区
海
洋
少
年
団

団
役
員（
運
営
委
員
）

千
代
田
区
海
洋
少
年
団
幹
部
指
導
者

千
代
田
区
文
化
芸
術
協
会
副
会
長

東
京
都
電
気
機
器
販
売
協
同
組
合
副
理
事
長

元
パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
名
店
会
会
長

秋
葉
原
電
気
街
振
興
会
会
長

東
京
都
電
気
機
器
販
売
協
同
組
合
副
理
事
長

東
京
都
米
穀
商
組
合
千
代
田
支
部
庶
務

神
田
駅
西
口
商
店
街
振
興
組
合
地
域
振
興
部
長

東
京
都
書
店
商
業
組
合
千
代
田
支
部
長

東
京
都
電
気
機
器
販
売
協
同
組
合
理
事
長

日
本
テ
レ
ビ
通
り
振
興
会
会
長

元
パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
名
店
会
役
員

元
パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
名
店
会
会
長

グ
リ
ュ
ー
ネ
・
ア
レ
ー
商
店
会
会
長

神
田
す
ず
ら
ん
通
り
商
店
街
副
理
事
長

有
限
責
任
中
間
法
人
ゆ
と
り

ち
よ
だ
事
業
運
営
協
議
会
委
員

東
京
大
神
宮
通
り
飯
田
橋

西
口
通
り
商
店
街
広
報
部
長

学
校
法
人
服
部
学
園
御
茶
の
水

美
術
専
門
学
校
企
画
広
報
部
長

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟

千
代
田
第
１
団
ビ
ー
バ
ー
隊
副
長

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟

千
代
田
第
６
団
ボ
ー
イ
隊
副
長

愛

知

徹

也

一
和
多
　
澄
　
佳

大

塩

　

力

岡

山

良

子

加
賀
山
　
文
　
雄

田

中

久

仁

船

曳

光

雄

山

岡

廣

紀

安

西

巻

子

菊

池

光

彦

齋
　
藤
　
恵
美
子

坂

本

千

春

佐

藤

弘

正

鈴

木

妙

子

鈴

木

利

雄

竹
之
谷
　
光
　
男

橋

本

泰

子

林

　

潤

二

太
　
田
　
千
惠
子

尾

昭

男

古
小
路
　
梅
　
子

前

川

公

知

横

井

理

時

緒

方

久

子

清

水

　

眞

岩

田

善

行

岡

田

　

晃

小

野

一

志

樺

澤

伸

雄

一

男

鈴

木

英

樹

岡

和

夫

高

橋

　

誠

中

村

　

浩

西
　
山
　
陽
之
助

藤

井

禮

子

星

　

康

雄

目

崎

裕

隆

目

崎

辰

彦

茂

木

光

則

青
少
年
対
策
丸
の
内
地
区
委
員
会
副
会
長

民

生

・

児

童

委

員

民

生

・

児

童

委

員

更
生
保
護
女
性
会
副
会
長

民

生

・

児

童

委

員

保

護

司

神
田
保
育
園
園
医（
内
科
）

保

護

司

民

生

・

児

童

委

員

保
健
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

元
飯
田
橋
保
育
園
園
医
（
内
科
）

（社）
千
代
田
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事

千
代
田
区
障
害
者
共
助
会
広
報
部
副
部
長

民

生

・

児

童

委

員

万

世

呉

竹

会

理

事

万
世
呉
竹
会
副
会
長

（社）
千
代
田
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
副
会
長

（社）
千
代
田
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事

麹
町
長
寿
会
副
会
長

民

生

・

児

童

委

員

（社）
千
代
田
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事

民

生

・

児

童

委

員

神
保
町
地
区
長
寿
会
役
員

保

護

司

神
保
町
地
区
長
寿
会
総
務

（社）
千
代
田
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事

民

生

・

児

童

委

員

千
代
田
区
障
害
者
共
助
会
肢
体
障
害
部
評
議
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

環
境
美
化
・
浄
化
推
進
団
体

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体

自

治

会

ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体

ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体

ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体

投

票

立

会

人

投

票

立

会

人

投

票

立

会

人

投

票

立

会

人

板

橋

　

忠

岩

崎

君

榮

遠

藤

恒

夫

大

塚

幸

子

谷

幸

子

木
ノ
島
　
希
久
子

清

水

俊

明

朱

宮

正

喜

鈴

木

明

孝

山
　
由
美
子

多

田

由

実

坪

井

京

子

田
　
美
代
子

富

山

澄

子

中

村

節

子

西

川

照

美

長
谷
川
　
末
　
子

長
谷
部
　
貞
　
夫

濱

谷

勝

彦

日

比

廣

美

堀

切

洋

子

丸
　
野
　
八
重
子

森

下

キ

ミ

森
　
田
　
久
美
子

山

田

文

恵

山

田

米

蔵

若

月

曠

義

渡

邊

錦

一

グ
ル
ー
プ
「
あ
い
あ
い
」

な
で
し
こ
配
食
サ
ー
ビ
ス
麹
町

な
で
し
こ
配
食
サ
ー
ビ
ス
神
保
町

な
で
し
こ
万
世
橋
配
食
サ
ー
ビ
ス

小
田
急
麹
町
マ
ン
シ
ョ
ン

キ

ャ

ッ

プ

ス

都
営
四
番
町
第
３
ア
パ
ー
ト
自
治
会

花
咲
じ
い
さ
ん

緑
キ
ャ
ノ
ピ
ー
ズ

神

戸

裕

史

熊

谷

晃

一

長

塩

正

和

鉢

村

和

三

平
河
・
隼
・
紀
尾
井
町

環
境
整
備
協
議
会

大
手
町
・
丸
の
内
地
区

生
活
環
境
改
善
推
進
連
絡
会

投

票

立

会

人

東
京
税
理
士
会
神
田
支
部
副
支
部
長

社
団
法
人
神
田
青
色
申
告
会
理
事

麹
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
常
務
理
事

東
京
税
理
士
会
麹
町
支
部
副
支
部
長

東
京
中
央
た
ば
こ
商
業
協
同
組
合
理
事

神
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
副
会
長

麹
町
青
色
申
告
会
理
事

千
代
田
区
公
害
健
康
被
害
診
療
報
酬
審
査
会
委
員

千
代
田
食
品
衛
生
協
会
常
任
理
事

神

田

医

師

会

理

事

神

田

医

師

会

理

事

千
代
田
区
歯
科
医
師
会
副
会
長

千
代
田
食
品
衛
生
協
会
常
任
理
事

麹
町
歯
科
医
師
会
理
事

千
代
田
区
歯
科
医
師
会
専
務
理
事

千
代
田
区
医
師
会
理
事

千
代
田
区
環
境
衛
生
協
会
名
誉
会
長

丸
の
内
歯
科
医
師
会
理
事

千
代
田
区
公
害
健
康
被
害
認
定
審
査
会
委
員

千
代
田
区
薬
剤
師
会
副
会
長

丸
の
内
消
防
団
第
１
分
団
班
長

麹
町
消
防
団
第
３
分
団
部
長

神
田
消
防
団
第
１
分
団
部
長

丸
の
内
消
防
団
第
１
分
団
副
分
団
長

神
田
消
防
団
第
１
分
団
部
長

丸
の
内
消
防
団
団
本
部
副
団
長

神
田
消
防
団
第
２
分
団
部
長

丸
の
内
消
防
団
団
本
部
分
団
長

丸
の
内
消
防
団
団
本
部
副
団
長

丸
の
内
消
防
団
第
１
分
団
副
分
団
長

神
田
消
防
団
第
１
分
団
班
長

神
田
消
防
団
第
３
分
団
部
長

麹
町
消
防
団
第
１
分
団
団
員

麹
町
消
防
団
第
３
分
団
部
長

神
田
消
防
団
第
１
分
団
部
長

丸
の
内
消
防
団
第
２
分
団
班
長

財
団
法
人
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
評
議
員

東
京
中
央
た
ば
こ
商
業
協
同

組
合
麹
町
部
会
総
代
・
委
員

早
　
川
　
登
久
子

小

越

信

良

川

勲

子

小
　
森
　
美
佐
子

庄

籠

一

允

中

島

芳

子

三

谷

栄

子

福

島

秀

一

柳

下

正

治

植

木

啓

次

荻

原

秀

夫

加

賀

一

兄

亀

谷

雅

洋

川

上

光

一

神

田

　

茂

小

出

辰

明

小
　
柳
　
省
一
郎

杉

村

浩

美

高

橋

征

文

野

口

　

博

保

科

　

清

松

村

善

一

新

井

　

亮

井

関

久

宣

今

宮

荘

一

大

塚

和

弘

風

間

勝

也

巨

泉

　

豊

佐

藤

公

平

佐

藤

伸

一

武

内

　

明

橋

沼

雄

一

花

村

俊

雄

藤

原

康

治

松

川

浩

己

向

笠

　

滋

吉

田

行

浩

六
本
木
　
　
淳

本

郷

　

滋

博
善
株
式
会
社

町
会
自
治
功
労
者

教
育
文
化
功
労
者

●
学
校
保
健
衛
生

●
社
会
体
育

●
社
会
教
育

●
文
化
事
業

●
私
学
振
興

社
会
福
祉
功
労
者

商
工
観
光
功
労
者

生
活
環
境
功
労
者

事
務
事
業
協
力
功
労
者

納
税
功
労
者

地
域
防
災
・
防
犯
功
労
者

善
行
功
労

街
づ
く
り
功
労
者

（
敬
称
略
）

保
健
衛
生
功
労
者

※「
d
」の
表
記
は「
麹
」に
統
一
し
て
い
ま
す
。

☆広報千代田では有料広告の掲載を募集しています。広告掲載希望は広報広聴課へ。15211－4174☆

（故）
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区は、子育て応援特別手当の対象世帯に申請書を郵送しました。９月

１６日（水）までに申請がないと、手当は支給されませんので、ご注意くだ

さい。

詳しくは、すでにお送りした案内書等をご覧ください。

対象世帯で、申請書が届いていない場合はお問い合わせください。

対象 １８歳以下の子どもが２人以上いて、２人目以降が４歳～６歳であ

る世帯

※それぞれの年齢は、平成２０年度中（平成２１年３月３１日まで）に達する年

齢で判定します。

４歳～６歳 …平成１４年４月２日～平成１７年４月１日生まれ

１８歳以下 …平成２年４月２日以降生まれ

受付期間 ９月１６日（水）まで（消印有効）

手当額 対象になる子ども（第２子以降で４歳～６歳）１人につき36,000円

問合せ こども支援課手当・医療係 15211－4230

国は、多子世帯の幼児教育期の負担を軽減
するため、生活対策の一環として、特別手当
を支給します。平成20年度限りの措置になり
ます。

子育て応援特別手当
第２子以降に４歳～６歳児がいる世帯に支給

（平成20年３月末において３歳～５歳）

どうして第２子以降の４歳～６歳の子が対象なのですか
多子世帯の負担軽減に配慮しつつ、一般に保育所や幼稚園に子どもが共通して
通う年齢が小学校就学前３年間であること、３歳の誕生月までの子どもには、
別に児童手当制度で乳幼児加算が行われていることなどを総合的に考慮したも
のです。

わが家はおじいちゃんと一緒に住んでいて、世帯主はおじいちゃんです。この
場合の支給先は親の私になるのでしょうか
子育て応援特別手当は、子の親かどうかにかかわらず、世帯主に支給します。
この場合ですと、世帯主のおじいちゃんが支給先になります。

子育て応援特別手当は課税対象になりますか
子育て応援特別手当は、所得税・個人住民税上、一時所得になります。一時所

得には50万円の特別控除額があるので、他に一時所得がない場合には、課税さ
れません。

申請期限を過ぎたらどうなりますか
子育て応援特別手当は申請により支給されます。申請期限は受付開始日から６
か月になっていますので、忘れずに申請してください。申請期限までに申請が
なかった場合は、手当は支給されません。

子育て応援特別手当はこれから毎年支給されるのですか
子育て応援特別手当は国が実施する「生活対策」に基づくものであり、定額給付
金と同じように、平成20年度限りの措置です。

子育て応援特別手当を受け取ると、定額給付金は受け取れなくなりますか
子育て応援特別手当と定額給付金は、どちらも「生活対策」に盛り込まれたもの
です。それぞれ別の手当なので、どちらも受け取れます。

子育て応援特別手当Ｑ＆Ａ

定額給付金に関する区からの通知や問合せは、郵送を基本と

し、区から電話をかけることはしません。定額給付金や子育て

応援特別手当の支払いに関して、ATM（銀行、コンビニなどの

現金自動預払機）の操作をお願いしたり、手数料などの振込み

を求めたりすることは、絶対にありません。

また、電話で区民の皆さんの世帯構成や銀行の口座番号など

の個人情報をお聞きすることもありません。

自宅や職場などに区市町村や総務省の職員などを名乗った不

審な電話や郵便があったら、区定額給付金事務室や最寄の警察

署にご連絡ください。

今年も、区内商店の活性化と次世代育成支援・高齢者支援を

目的に「５００円ワンコイン・ドリーム」スタンプカード事業を実

施します。

平成２１年度は、緊急経済対策として対象を区内全世帯の方に

拡大して、１人あたり５枚のスタンプカードを配布します（１８歳

以下の児童・６５歳以上の高齢者には、１人あたり６枚を配布）。

■スタンプカード

加盟店で買い物・食事の際に、５００円ごとにスタンプを１個押

します。スタンプが２０個になったら１,０００円の金券として加盟店

で利用できます。

対象者 区内在住者（平

成３年４月２日以降また

は昭和２０年４月１日以前

生まれの方には、スタ

ンプカードを１枚追加）

受取方法 ５月初めに世

定額給付金や子育て応援特別手当の給付を装った振り込め詐欺に注意を

平成21年度　500円ワンコイン・ドリーム

スタンプカードは区内全世帯に
帯主へ交換用ハガキを郵送します。ハガキを交換場所にお持

ちになり、スタンプカードを受け取ってください。

交換場所 出張所、区民商工課（区役所２階）、まちみらい千代田

（神田錦町３－２１）

引換期間 ５月上旬から

利用期間 ５月中旬から９月末（予定）

詳しくは、広報千代田５月５日号に掲載します。

■懸賞ハガキ

区内商店会の自立した事業を支援し、環境対策を普及啓発す

ることを目的に、全消費者を対象にした「懸賞応募ハガキ」事業

を行います。

加盟店で一定金額以上の買い物をした際に、応募ハガキをお渡

しします。今年は、懸賞賞品総額が５００万円アップし、２,５００万

円相当の賞品が当たります。詳しくは、９月の広報紙でお知ら

せします。

■加盟店を募集

詳しくは、お問い合わせください。

問合せ まちみらい千代田 13233－7558
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対象者 ２月１日（基準日）において、次のいずれかに該当する方

①区内在住者（区の住民基本台帳に記録されている方）

基準日以前に生まれた方や基準日以降に死亡した方を含みます。

②区内在住の外国人（区の外国人登録原票に登録されている方）で次

のいずれかに該当する方

・日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国

管理に関する特例法に定める特別永住者

・出入国管理及び難民認定法に定める在留資格を有して在留する者

（不法滞在者および短期滞在者を除く）

申請・受給者 対象者のうち、次に該当する方

①区内在住者は、その方の属する世帯の世帯主（世帯主が基準日以

降に死亡した場合は、新たに世帯主になった方または世帯員のう

ちから選ばれた方）

②区内在住の外国人は、各個人

代理申請 申請・受給者に代わり、代理人として申請できる方は、

委任を受けた次の方とし、受給者本人と代理人の公的身分証明書

の写しの提出が必要です。

①申請・受給者の属する世帯の世帯構成者

②法定代理人（親権者・成年後見人など）

③民生・児童委員、親類その他ふだんから申請・受給者本人の身の

回りの世話をしている方で区長が特に認める方

給付額 下図表のとおり

受付期間 ３月２７日（金）～９月２８日（月）（消印有効）

※申請書は３月２６日（木）に郵送します。受付期間後は給付ができませ

んので、必ず期間内に申請書を提出してください。

給付金の支給 世帯員全員の給付総額を、世帯主の口座に振込みま

す。外国人の方へは、各個人の口座に振込みます。

※口座がない方は、お問い合わせください。

申請方法 区が基準日時点の世帯主等に「定額給付金申請書（請求

定額給付金は、現在の景気後退の状況下で、
住民の生活を支援することを目的にしていま
す。また、住民に広く給付することで、地域
経済への効果も期待できます。

定額給付金のお知らせ
書）」を郵送します。記入例を参考に必要事項を記入、押印し、同

封の返信用封筒で返送してください。なお、申請書に記載された

給付対象者を確認し、訂正などがあったら、朱色で訂正してくだ

さい。

■受給者本人の口座以外への振込みには、本人確認書類と口座確認

書類の添付を

受給者本人の希望で、申請・受給者本人以外の口座への振込みを

希望する場合は、受給者の本人確認のため、運転免許証、パスポー

ト、住民基本台帳カードなどの写真付きの公的身分証明書の写しを

添付してください（健康保険証などの写真のない身分証明書の場合

は、クレジットカードや病院の診察券など２枚以上の写しを添付し

てください）。また、振込口座確認のため、通帳やキャッシュカー

ドの写しを添付してください。

定額給付金の申請方法

３月２６日（木）に区役所から申請書を発送

４月上旬ごろから順次、指定口座に入金します。

必要事項を記入し、
郵送または区役所・出張所で書類提出

BANK

給付金は、いくらもらえるのですか
１人12,000円です。ただし、18歳以下と65歳以上の方は、20,000円になり
ます。

どうすれば給付金を受け取れるのですか
３月下旬に区役所から申請書を郵送します。届いたら、必要事項を記入、
押印し、同封の返信用封筒で返送してください。４月上旬ごろから順次、
指定口座に振り込みます。口座がない方は、ご相談ください。

基準日より後に出生した方は、給付の対象になりますか
基準日時点で住民基本台帳または外国人登録原票に記録・登録されてい
る方を対象とするので、給付の対象にはなりません。

基準日＝平成21年２月１日（日）

基準日以降に死亡した方は、給付の対象になりますか
基準日時点で住民基本台帳または外国人登録原票に記録・登録されてい
る方を対象とするので、給付の対象になります。

出張所でも定額給付金の申請を受け付けていますか
定額給付金の申請は郵送を基本としますが、出張所や区役所本庁舎にお
持ちになった場合は、受け付けます。

基準日より後に世帯が区から転出した場合、どこで定額給付金の申請手
続きをすればよいのですか
基準日時点で住民基本台帳または外国人登録原票に記録・登録されてい
る区市町村が定額給付金を受け付けます。千代田区定額給付金事務室に
申請書を郵送してください。

定額給付金は、世帯主以外でも申請することができますか
代理人として申請できる方は①世帯の構成者②法定代理人（親権者・成年
後見人など）③親類などふだんから本人の身の回りの世話をしている方で
す。いずれの場合も世帯主からの委任を受けた場合に限ります。

定額給付金受給に所得制限はありますか
千代田区では、所得制限はしません。すべての区民に支給します。

定額給付金の税制上の扱いはどうなるのでしょうか
非課税所得になります。

年齢 給付金額 生年月日

18歳以下 20,000円 平成２年２月２日以降に生まれた方

19歳から64歳 12,000円 昭和19年２月３日から平成２年２月１日生まれの方

65歳以上 20,000円 昭和19年２月２日以前に生まれた方
問合せ

区民商工課定額給付金事務室 15211－3651～3652

（７月末まで）

総合窓口課 15211－4197
p町出張所 13263－3831
富士見出張所 13263－3841
神保町出張所 13263－0741
神田公園出張所 13252－7691
万世橋出張所 13251－4691
和泉橋出張所 13253－4931

定額給付金Ｑ＆Ａ



脳の健康に役立つ講座です。脳の
若返りのコツを楽しく学びましょう。
とき ４月６日～６月29日の毎週
月曜（祝日を除く全12回）午前10

時～11時30分
会場 いきいきプラザ一番町地下
１階カスケードホール（一番町12）
対象 65歳以上の区内在住者30名
（申込順）
※神田とa町の地域包括支援セン
ターで介護予防ケアプランを作
成した方も参加します。

脳トレーニング

申込み ４月３日（金）までに電話で
高齢介護課介護予防係（1

５２１１―４２２２）へ。

■保険料の納め忘れはありませんか
平成20年度後期高齢者医療保険
料が未納の方は、金融機関または
区役所・出張所で納めてください。
納付書を紛失した場合は郵送しま
すので、ご連絡ください。
■はり・きゅう・マッサージ利用
券の更新
区は、後期高齢者医療制度加入
者で保険料の未納がない方がは
り・きゅう・マッサージの施術
（保険適用外のもの）を受けたとき、
利用料金の一部を補助しています。

長寿（後期高齢者）医療

４月から使える利用券の窓口交付
は、３月25日（水）からです。保険証
をお持ちになり、後期高齢者医療
係の窓口（区役所２階）で手続きを
してください。なお、平成20年度利
用券の交付を受けた方には申請書
をお送りしています。必要事項を
記入して返送してください。
問合せ 保険年金課後期高齢者医
療係 1５２１１―４２０６

ひざや腰にかかる負担が少ない
プールで無理なく体を動かし、心身
ともにリラックスしてみませんか。
とき ４月18日～６月６日の毎週
土曜（全８回）午前10時30分～11

時30分（午前10時から受付）
会場 いきいきプラザ一番町８階
プール（一番町12）
対象 60歳～70歳代の健康な方20

名（申込順）
※事前に健康チェックを受けてい
ただきます。受診日は毎週火曜
午後１時30分～３時30分です。
参加費 区内在住者1,500円／その
他の方5,000円
※健康チェックの際にお支払いく
ださい。住所を確認できるもの
をお持ちください。
申込み ４月14日（火）までに電話で

水中エクササイズと
リラクゼーション

いきいきプラザ一番町受付（1

３２６５―６３１１）へ。

65歳以上の方がいる世帯へ平成
21年度版「高齢者サービスのしお
り」を３月下旬にお届けします。
相談窓口の紹介や高齢者へのさま
ざまなサービスなどを掲載してい
ます。ご活用ください。
問合せ 高齢介護課管理係

1５２１１―４２１９

高齢者サービスのしおり
３月下旬に配布
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サンキューイーワ

▲エイブルアート
（障害者の作品展・九段生涯学習館）

会　　場 と　　　き毎週

いきいきプラザ一番町（一番町１２）

岩本町ほほえみプラザ（岩本町２－１５－３）
高齢者センター（神田神保町２－２０）
神田児童館(外神田３－４－７昌平童夢館５階)

４/７・１４・２１・２８ 午前１０時～正午

４/６・１３・２０・２７ 午前１０時～正午

４/１・８・１５・２２ 午前１０時～正午
４/１・８・１５・２２ 午後１時３０分～３時３０分
４/２＊・９・１６・２３・３０ 午前１０時～正午

４/６・１３・２０・２７ 午後２時～４時

４/７・１４・２１・２８ 午後1時３０分～３時３０分

富士見区民館（富士見１－６－７）
かんだ連雀（神田淡路町２－８－１）

o町区民館（o町２－８） 火

火

水

水

木
神田公園区民館(神田司町２－２) ４/２・９・１６・２３・３０ 午後１時３０分～３時３０分木

月

月

高齢介護課介護予防係
1５２１１－４２２２
※当日直接会場へ。シルバートレーニングスタジオ

＊４月２日（木）の神田児童館実施分は、かんだ連雀で行います。

講習会（会場） 曜日 時　間 受講料 回数 定員 開始日 

※（　）書きの会場表記のないものは、高齢者センターで行います。 

５０ 
名 

野草と木の花探検 
（神代植物公園） 

１ 
回 

８ 
回 

２０ 
名 各３５０円 

５００円 

野草と木の花探検 
（小石川植物園） 

１ 
回 

２０ 
名 

１５ 
名 ６００円 ス ポ ー ツ 吹 矢  日曜 

火曜 

火曜 

金曜 

４月１９日 ６ 
回 

はじめての旅行英会話 

は じ め よ う  
天 然 そ う じ 術  

カ ラ オ ケ 教 室  午後１時 
～２時３０分 

午前１０時～ 
１１時３０分 

午前９時～ 
午後３時 

午前９時 
～１１時３０分 

午後１時３０分 
～３時 

１５ 
名 １,５００円 土曜 ６月 ６日 ３ 

回 
午後１時３０分 

～３時 

３０ 
名 木曜 ２ 

回 
午後１時 

～２時３０分 

午前１０時～１１時 
（初心者クラス） 
午前１１時～正午
（経験者クラス） 

午後０時３０分 
～１時３０分 

午前１１時～正午 

木曜 ４月１６日 

５月２１日 

４ 
回 

３０ 
名 １００円 

１００円 

２００円 

ビリヤ ード教 室  水曜 ５月１３日 ３ 
回 

各 
クラス 
８ 
名 

フラダンス教室  月曜 ４月１３日 ８ 
回 

２０ 
名 １００円 

午前１０時３０分 
～午後０時３０分 

午後１時３０分 
～３時 

午後１時３０分 
～２時３０分 

木曜 ４月２３日 ７ 
回 

１５ 
名 １,５００円 た の し い 朗 読  

楽しもう手話の世界  金曜 ５月１５日 ３ 
回 

１５ 
名 １００円 

金曜 ４月１７日 １１ 
回 

２０ 
名 ５００円 

５００円 土曜 ４月２５日 １１ 
回 

２０ 
名 

絵 手 紙 教 室  
（一番町集会室） 

唱 歌 教 室  
（スポーツセンター） 

日 本 文 学  
芥川龍之介を知る 

５月１９日 

４月２１日 

４月１７日 

（入園料等 
実費負担） 

とき・会場・科目など 下表のと
おり
対象 60歳以上の区内在住者（抽選）
申込み ３月21日（土）～27日（金）（消
印有効）に往復ハガキ（９面参照）
に講習会名（いくつでも可）を記
入し郵送または直接高齢者セン

ター（〒101―0051神田神保町２―
201３２６５―３９８１）へ。
※直接申込みの場合は官製ハガキ
を１枚お持ちください。
※４月６日（月）までに返信がないと
きはお問い合わせください。

高齢者センター

春からはじめる講習会

ほんの少しの段差でつまづい
たり、バランスを崩してよろけ
たりすることはありませんか。
年齢を重ねると、とっさに身体
を支えることが難しくなり、転
びやすくなります。また、高齢
者は転ぶと骨折につながること
が多く、安静にしているうちに
筋力が弱って寝たきりになるこ
ともあります。
このため、ふだんの生活で転
倒を防ぐことがとても大切です。
■転倒骨折予防教室
地域包括支援センターは、足
腰の筋力が弱っている方を対象
に転倒骨折予防教室参加のため

の支援計画（介護予防ケアプラ
ン）を作成しています。
■シルバートレーニングスタジ
オ（本文記事参照）
区内８か所で開催。楽しく体
を動かして筋力を強化しましょ
う。座ってできる体操も紹介。
■手すりの設置に助成
自宅での転倒予防のため区が
必要と認めた場合は、手すりの
設置費用を助成します。
詳しくは、地域包括支援セン
ターまたは高齢介護課へご相談
ください。
高齢介護課介護予防係

1５２１１―４２２２

介 護 予 防 コ ー ナ ー

ストップ 転倒骨折

へ。自宅まで伺います。
問合せ 東京ケーブルネットワ
ーク（株）デジタルアドバイザー
派遣 1３８１４―２６００
■総務省もサポート体制
総務省は、受信者が円滑に地
上デジタル放送に移行できるよ
う、相談や説明会を行う「総務
省東京都中央テレビ受信者支援
センター」（デジサポ東京中央）を
開設しています。
相談や問合せは地デジコール
センターで受け付けます。
問合せ 総務省地デジコールセ
ンター
1０５７０―０７―０１０１

っています。将来の通信需要に対
応するため、テレビ放送は平成23

年７月24日に地上デジタル放送へ
移行します。デジタル放送は、ア
ナログ放送と比べて画質や音質に
優れるほか、字幕放送などのサー
ビスもあります。
■高齢者世帯等の地デジ導入を支援
区は、高齢者や障害者の世帯に
デジタル放送受信工事費用の一部
を助成しています＝左表＝。
平成20年４月１日以降に行った
工事が対象です。詳しくは、お問
い合わせください。
問合せ 建築指導課建築事務主査

1５２１１―４３０９
※自宅でご覧になっているテレビ
の電波受信環境が不明な場合や
地上デジタル改修工事に関する
相談は、デジタルアドバイザー
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マミーズマジック
絵本・おもちゃを貸し出します。保

護者向けの本もあります。９時30分～

四番町保育園

18時
マミーズガーデン
園庭で楽しく遊びませんか。13時30

分～15時
－いずれも－

毎週月曜～金曜、未就園児の親子、
四番町1113234―2269、要予約

■春休みワクワクデー
どなたでも参加できます。当日直接

会場へ。
「ドッジボールをしよう」
３月26日（木）～31日（火）（３/29（日）を除

く）14時～15時
「スライムをつくろう」
３月26日（木）・30日（月）のいずれも13

時～15時
「怪傑200面相の挑戦状」
ヒントを集めてなぞ解きの冒険へ。
３月27日（金）13時～14時

－いずれも－
外神田３―４―７13253―6021

神田児童館

▲子育てハッピーデー
（早見優さんと・区民ホール）

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。

■内科・小児科■　診療時間：午前９時～午後１０時 

■歯　科■　診療時間：午前９時～午後５時 

■薬　局■　営業時間：午前９時～午後５時 

４月の休日応急診療当番医等 

＊受診するときは、あらかじめ電話でお問い合わせください。 ＊健康保険証を必ずお持ちください。 

 

●消防署病院案内（24時間） 
　丸の内13215－0119　　l町13264－0119　　神田13257－0119 
 

●医療機関案内サービス「ひまわり」（24時間）15272－0303
 http://www.himawari.metro.tokyo.jp

●消防庁救急・相談センター（24時間）1♯7119（ダイヤル回線からは13212－2323） 

休
日
診
療
案
内
等 

■平日準夜間の小児科診療（月～金曜19時～22時、 中学生以下） 
　ちよだこども救急室・駿河台日本大学病院（13293－1711神田駿河台1－8－13）　 

５日 

１２日 

１９日 

２６日 

２９日 

 

５日 

１２日 

１９日 

２６日 

２９日 

 

５日 

１２日  

１９日 

２６日  

２９日 

秋 元 医 院  

三 崎 町 医 院  

奥 田 医 院  

加 賀 医 院  

西 神 田 診 療 所  

 

松尾デンタルクリニック 

神 田 歯 科 医 院  

松 本 歯 科 医 院  

松本歯科クリニック 

松 木 歯 科 医 院  

 

お茶の水調剤薬局本店 

コトブキ調剤薬局  
水 道 橋 薬 局  

三 崎 調 剤 薬 局  

キ ク 調 剤 薬 局  
いちご薬局神保町店 

ゆりの木薬局お茶の水店 

1５２９７―５８８８ 

1３２６１―７４４６ 

1３２５４―０７０１ 

1３２９１―９９５１ 

1３２６２―５３６２ 

 

1３２５４―４９３８ 

1３２５６―７００１ 

1３２５４―０４１８ 

1５２９６―７８９６ 

1３８６４―３７８０ 

 

1３２９５―８６４１ 

1３２９１―０３８０ 
1５２２６―２３８８ 

1３２９６―１２１０ 

1３２９３―２３９７ 
1３２９６―７４１５ 

1５２８２―８１１３ 

神田東松下町１９ 

三崎町２―２１―１　資源会館ビル２F 

神田多町２―９ 

神田神保町１―３５ 

西神田２―３―２ 

 

内神田３―１３―２  松尾ビル４F 

鍛冶町２―２―９　第２登栄ビル３F 

内神田２―２―１　鎌倉河岸ビル２F 

鍛冶町２―９―１７　柴崎ビル２F 

岩本町３―１―５　スミトー神田岩本町ビル２F 

 

神田駿河台２―２―５　井口ビル１F 

神田駿河台２―１０―１ 

三崎町２―１７―５ 

神田駿河台２―２ 

神田駿河台２―２―２９ 

神田神保町１―３５―１　達磨ビル１F 

神田駿河台２―１０―２ 

だる ま 

 と　　き 実施場所  事 業 名 ・ 対 象 な ど  

随時受付 
９時～１７時 

４/９（木）９時～１１時 
４/２３（木）１３時～１６時 

４/８（水）１３時～１６時 
４/１８（土）９時～１１時 

４/８（水）・１５（水）・２２（水） 
１３時３０分～１６時 

４/１０（金） 
１０時～１１時３０分 

栄養相談 
　生活習慣病の予防と改善、離乳食など
食事に関する相談 

健康ちぇっく（予約制） 千代田保健所  1３２９１－３６４１　6３２９１－３６５０ 
問合せ 

千代田 
保健所 

４/７（火） 
１４時３０分～１５時  

o　町 
庁　舎 

歯科保健相談（歯科健診） 
区内在住の乳幼児・学童・妊産婦の方 
・歯科健診やむし歯予防のための処置を
行います。 

アレルギー相談  
０～１５歳のアレルギー相談 

まま・ぱぱ学級（両親学級） 
主に初妊婦（妊娠中期）とその家族 

ビーバー教室 
区内在住の１２か月の乳幼児と保護者 
・お口の機能・むし歯予防のポイント・お
手入れの実演・お口の観察を行います。 

「高次脳機能障害の理解」をテー
マにした講演会です。終了後、講
師との懇談会があります。
とき ３月29日（日）午後１時30分～
３時30分＝講演会／午後３時40

分～４時10分＝懇談会
会場 富士見福祉会館（富士見２―
３―６）
対象 高次脳機能障害のある方と
その家族および福祉・介護従事
者50名（申込順）
講師 渡邉修（わたなべしゅう）
さん（首都大学東京教授）

地域生活リハビリセミナー
申込み 前日までに電話・ファク
シミリまたはEメール（９面参照）
で富士見福祉会館（1３２６２―
１０４５6３２６２―４２４７
fukushikaikan＠city.chiyoda.

lg.jp）へ。
高次脳機能障害とは
頭部のけがや脳卒中などで脳
が部分的に損傷を受けて、言語
や記憶などの機能に障害が起き
た状態をいいます。症状として
・注意力や集中力の低下
・新しいことが覚えられない
・感情や行動の抑制がきかない
などが起こります。

保健ガイド（予約制） 
 と　　き 実施場所  事 業 名 ・ 対 象 な ど  

千代田保健所  1３２９１－３６４１　6３２９１－３６５０ 
問合せ 

４/３（金）・１０（金）・１７（金）・２４（金） 
午前９時３０分～午後２時３０分 
 
４/８（水）・１５（水）・２２（水） 
午前９時３０分～１１時／午後１時３０分～３時 
※２２（水）は午前のみ 
 

一般精神デイケア  
　区内在住で心の病気のある方 

機能訓練  
　要介護認定を受けていない２０歳 
　以上の区内在住で身体の機能維 
　持・回復を必要としている方 

難病リハビリ教室（相談・指導） ４/２２（水）午後１時３０分～３時 

在宅療養者訪問指導 
（保健師・理学療法士） 随時実施 

千代田 
保健所 

o　町 
庁　舎 

身体障害者手帳と愛の手帳
様式が変わりました

都の「身体障害者手帳」と「愛の
手帳」は１月から様式が変わりま
した。プライバシーに配慮し障
害の内容が外から見え
ないようになっていま
す。
現在お持ちの手帳は
引き続き使用できま
す。新しい手帳を希望
する場合は、写真（脱
帽・上半身／縦４cm×
横３cm）１枚と現在の
手帳をお持ちになり生
活福祉課（区役所３階）

へ申請してください。
問合せ 生活福祉課障害者福祉
係 1５２１１―４２１４

● ● ● 高齢者・障害者に ● ● ●

地デジ改修工事費用を助成

地上デジタル放送改修工事の内容 助成の対象者

・既存のVHFアンテナをUHFアンテナ
に変更する場合
・新たにUHFアンテナを設置する場合ま
たは既存のUHFアンテナでアナログ放
送を受信していてデジタル放送受信に
変更する場合
・加入しているケーブルテレビのアナロ
グ放送をデジタル放送に変更する場合
・新たにケーブルテレビに加入する場合
※平成20年４月１日以降に行った工事が
対象になります。

助成内容 10,500円を限度とする地上デジタル改修工事費用（アンテナ代を
含む場合は工事費用の２分の１）。

次のいずれかに該当する区内在
住の世帯

①65歳以上の方のみの世帯
②65歳以上で要介護３以上の方
がいる世帯
③身体障害者手帳１・２級、愛の
手帳１・２度または精神障害
者保健福祉手帳１・２級を持
つ方がいる世帯

▼高齢者等地上波デジタル放送移行支援助成

■テレビ放送は地上デジタルへ
携帯電話の普及などで電波の

使いみちが増えたため、放送・通
信に使える周波数は過密状態にな
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サンキューイーワ

神田神社（外神田２―16）で物産展を
開催します。お茶のサービス等があり
ます。
■新潟県長岡市物産店
３月28日（土）・29日（日）10時～17時（予

定）
■茨城県坂東

ばんどう

市
し

物産展
４月４日（土）・５日（日）10時～17時（予

定）
※さくらの開花状況で３/28（土）・29（日）
に変更する場合があります。
神田神社社務所 13254―0753

耐震化のための建替または改修を行
った住宅の減免を受けるには、申請が
必要です。要件など詳しくは、該当す
る住宅がある都税事務所へお問い合わ
せください。
千代田都税事務所 13252―7141

自己所有の土地・家屋と同一区内の
他の土地・家屋の価格を比較すること
ができます。なお、平成21年度は土
地・家屋の評価額が変更されます。
縦覧できる方 土地・家屋の固定資産
税の納税者（平成21年１月１日現在
の所有者）
縦覧期間 ４月１日（水）～６月30日（火）
（土・日・祝・休日を除く）
縦覧場所 土地・家屋の所在する区の
都税事務所
※縦覧の際は、本人・代理人とも運転
免許証など官公署発行の顔写真付書
類または複数の書類の提示（健康保
険証とキャッシュカードなどの組合
せ）が必要です。代理人の場合は納
税者本人が署名押印した委任状も必
要です。
千代田都税事務所 13252―7141

皆さんが安心して活動できるよう

平成21年度ボランティア保険

土地・家屋価格等縦覧帳簿の
縦覧（東京23区内）

耐震化住宅の固定資産税・
都市計画税を減免

神田神社物産展

生
活
ほ
っ
と
ラ
イ
ン 

 

 と　　き 実施場所 事 業 名 ・ 対 象 な ど

千代田
保健所

区内指定
医療機関

健康チェック（予約制） 千代田保健所  1３２９１－３６４１　6３２９１－３６５０
問合せ

若年節目健診（　　　　　　　若葉）
　区内在住で２０・２５・３０・３５歳になる方
・血液検査・骨密度測定等の健康診査のほか、
歯科相談・栄養・保健指導などを行います。

　細菌検査（赤痢・腸チフス・パラチフス・サ
ルモネラ・O１５７の健康管理検便）（有料）
　区内在住・在勤・在学者
・予約不要（事前に採便管を取りに来てください）

成人健康相談
　区内在住で１６歳以上の方
・血液・骨密度等の健診を有料で行います。
　なお、身体計測は無料。診断書は発行
　しません。

生活習慣病予防相談（栄養・運動・その他）
　区内在住で２０歳以上の方
・血管年齢を測定します。

肝炎ウイルス検査　
　区内在住で過去に肝炎ウイルス検査を
　受けていない方

エイズ・性感染症（梅毒・クラミジア・淋菌）
相談・検査

心の相談　心の問題で悩んでいる方

４/３（金）・１０（金）・１７（金）・２４（金）
１３時～１６時

４/３（金）９時～９時３０分

４/２（木） ・１６（木）１３時３０分～１５時３０分

４/６（月）１３時３０分～１４時３０分
４/２２（水）９時～１０時

４/２７（月）９時～１６時

４/６（月）１３時３０分～１４時３０分
４/２２（水）９時～１０時

４/６（月）１３時１５分～１４時３０分
４/２２（水）８時４５分～１０時

区内指定医療機関の定める時間

国民年金のお知らせ
■会社などを退職したときは、国民
年金の手続きを
会社などを退職し、厚生年金保険

や共済組合に加入しなくなった方は、
住まいの区市町村の国民年金担当窓
口で加入の届け出を行ってください
（ただし、退職日の同日に再就職し、
厚生年金保険や共済組合に加入する
方は除きます）。
厚生年金保険や共済組合に加入し

ている方の被扶養配偶者となる場合
は、国民年金第３号被保険者になり
ますので、配偶者の勤務先を通じて
社会保険事務所へ加入の手続きを行
ってください。
■付加年金をご存じですか
国民年金には、月々の定額保険料

に400円の付加保険料を加えて納付す
ることで、老齢基礎年金に上乗せし
て給付を受けられる付加年金があり
ます。付加年金の受給額は200円×付

加保険料納付月数として計算されま
す。例えば、10か月付加保険料を納
付すると、200円×10か月＝2,000円
（年額）が付加年金として支給されま
す。
なお、付加保険料は国民年金第１

号被保険者（保険料の免除を受けてい
る方および国民年金基金加入者を除
く）のみ、申込みができます。

－いずれも－
（区）保険年金課国民年金係

15211―4202
■万が一のとき、国民年金には、さ
まざまな給付があります
国民年金の給付には、一定の障害

状態になった場合に支給される「障
害基礎年金」や、一家の働き手が亡
くなったときに生計を維持していた
妻または子に支給される「遺族基礎
年金」があります。そのほか次のよ
うな給付もあります。

寡婦年金
保険料納付済期間または保険料免

除期間を合わせて25年以上ある夫が
死亡した場合、10年以上継続して婚
姻関係のあった妻に、60歳から65歳
になるまでの期間支給されます。
死亡一時金
保険料納付済期間（一部免除を受け
ていた期間を含む）の合計が36か月以
上ある人が死亡したとき、遺族に支
給されます。
ただし、寡婦年金・死亡一時金を

受けられるのは、被保険者の方が生
前に老齢基礎年金・障害基礎年金を
受給していない場合に限ります。ま
た、遺族基礎年金・寡婦年金・死亡
一時金は、いずれか１つを選択する
ことになります。
千代田社会保険事務所

13265―4385

国民健康保険のお知らせ
■平成20年度分の国民健康保険料の
納め忘れはありませんか
平成20年度の保険料を納め忘れて

いる方は、金融機関等で至急納めて
ください。納付書が手もとになくて
も、保険年金課または出張所で納め
ることができます。連絡いただけれ
ば納付書を送ります。
なお、経済的理由等で納付が困難

な方は「納付相談」を行っています。
■会社などを退職したときは、14日
以内に届け出を
会社などを退職し、区の国民健康

保険に加入する場合は、14日以内に
届け出が必要です。
届け出には勤務先の健康保険をや

めたことがわかる書類（健康保険資
格喪失証明書）が必要です。届け出
が遅れると、医療費が全額自己負担
になるほか、資格取得日までさかの
ぼって（最高２年間）、保険料を納め

ることになりますので、ご注意くだ
さい。
■修学や施設入所で転出する方は手
続きを
修学等で区外に転出しても、親元

の千代田区国保に加入するには届け
出が必要です。
■はり、きゅう、マッサージ等の利
用券の更新
区の国民健康保険に加入し、保険

料に未納がない40歳以上の方が、は
り、きゅう、マッサージ（保険適用
を除く）の施術を受けたときに、そ
の利用料金の一部を補助していま
す。
また、体育館等の区営プールの利

用補助も行っています。４月から使
用できる新しい利用券の申請を３月
25日（水）から受け付けます。ハンコと
保険証をお持ちになって国民健康保
健係で手続きしてください。

■70歳から74歳の方に「国民健康保
険高齢受給者証」を送ります

現在、一部負担金の割合が２割（３
月31日までは１割）と記載されている
受給者証をお持ちの方には、更新し
た受給者証を３月25日（水）に送ります。

－いずれも－
保険年金課国民健康保険係

15211―4205

２割 
（ただし、平成21年７月31日までは１割） 

21 4 1

見　本 

選挙人名簿定時登録者数
（平成21年３月２日現在）

男　　19,423人（＋357人）
女　　20,140人（＋162人）
合計　39,563人（＋519人）

※カッコ内は前年比較

選挙管理委員会事務局
15211―4268

「ボランティア保険」の加入・更新手続
きを行っています。
現在保険に加入している方も、３月

31日で補償期間が終了します。４月１
日以降も活動を継続する方は、更新の
手続きが必要です。
所定のボランティア保険加入申込書

に保険料を添えて、ボランティアセン
ター（西神田１―３―４）に提出してく
ださい。
ちよだボランティアセンター

15282―371665282―3718
volunteer@chiyoda-cosw.or.jp

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２１２０ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ３０２９

4月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２４２３ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１

3月
日 月 火 水 木 金 土

▲３年前の様子
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名　称

４月の各種相談（無料）
場　所 内　　容 問合せと　き対　象

日程が変更になる場合があります。事前にお問い合わせください。

区 民 相 談

保 健 福 祉
オ ン ブ ズ
パーソン相談

福 祉 専 門
法 律 相 談

メ ン タ ル
ヘ ル ス
相 談 室

成 年 後 見
制 度 相 談

介 護 者 の
た め の
カウンセリング

親 と 子 の
心 理 相 談

（予約制）

（予約制）

区民相談室
（区役所２階）

区内在住・在
勤者

区内在住・在
勤・在学者

どなたでも

区内在住者と
その家族、在
勤・在学者

１８歳未満で区
内在住・在学
のお子さんが
いる家庭

高齢者を介護
している区内
在住者

区内在住の高
齢者を介護し
ている方

４０２会議室
（区役所４階）

男女共同参画
セ ン タ ー
M IW相談室

男女共同参画
セ ン タ ー
M IW相談室

児 童・家 庭
支援センター
（神田さくら館
６階）

（区役所１０階）

（区役所１０階）

法律相談（予約制）

税務相談

夫婦関係・子育て・セクシュアルハラス
メント・ドメスティックバイオレンスなど
の悩みに女性カウンセラーが応じます。
託児サービス（有料・要予約）あり。

区や事業者が提供する保健福祉サー
ビス全般への不満・苦情を受け付けま
す。郵送での相談も受け付けます。
〒１０２－８６８８九段南１－２－１福祉総務
課保健福祉オンブズパーソンへ。

福祉に関する悩みごとのほか、消費者
被害や契約、相続や遺言の相談に弁護
士が応じます。

成年後見制度の利用相談のほか、後見
活動の悩みや不安にお答えします。

介護をすることから生じるストレスに
関すること（介護ストレス・家族不仲・
家族間暴力・高齢者虐待等）に専門カ
ウンセラーが応じます。

子どもや家庭の相談に臨床心理士が
お答えします。

仕事や家庭での心の悩みなどの相談
に専門家や体験者が電話または面接
で応じます。

行政書士相談

一般相談

不動産相談

※話し中の場合
　1５２１１－８８４５
　へ。

福祉総務課
1５２１１－４２１０

MIW相談室
1５２１１－４３１６

区民相談室
1５２１１－４１７６

7０１２０－５２８－２１３
相談室専用

1５２８２－３１００

社会福祉協議会
ちよだ成年後見センター
　　　　　　　　　　

社会福祉協議会
1５２８２－３７１１

高齢介護課在宅支援係
1５２１１－４２２０

児童・家庭支援センター
予約相談専用電話
1３２５６－８１５０

１（水）・３（金）・８（水）・１０（金）・１５（水）・１７（金）・
２２（水）・２４（金）１３時～１５時３０分

１（水）・３（金）・９（木）・１５（水）・１７（金）・２３（木）
１０時３０分～１５時３０分

２（木）・８（水）・１０（金）・１６（木）・２２（水）・２４（金）・
３０（木）１７時～２１時

９（木）１３時～１５時

９（木）・２３（木）１３時～１５時

２（木）・９（木）・１６（木）・２３（木）１３時～１５時

毎日（土・日・祝日を除く）８時３０分～１７時

１（水）・２１（火）１３時～１５時

１４（火）１３時～１５時人権身の上・行政・社会保険労務相談

司法書士相談

MIW相談室
（予約制）

ミ ュ ウ

（予約制）

３/２６（木）岡部喜代子弁護士
４/９（木）石川宏弁護士
４/２３（木）澄川洋子弁護士
１４時～１６時２０分
※上記日程以外ご相談ください。

１（水）・１５（水）１３時～１５時＝北村裕華
さん（相談員）
８（水）・２２（水）１７時３０分～１９時３０分
＝宮澤秀一さん（ピア・カウンセラー
＝体験者）

毎日（日曜・祝日を除く）８時３０分～
１７時

毎週火曜１０時～１４時

７（火）１０時３０分～１２時
神村富美子さん（臨床心理士）

西神田庁舎３階
（西神田

１－３－４）

１０（金）・２８（火）１４時～１６時
※相談を希望する方は、必ず相談日前日ま
でに予約してください。
※上記日程以外を希望する方は、ご相談く
ださい。

稟
ビン

愛
アイ

－三
さん

峡
きょう

ダム建設に挑む農民の闘い
主人公の稟愛は中国農村部長江に住

む貧しい農民女性。夫は体が弱く、力
仕事も稟愛が担っている。三峡ダムの
開発が迫り、家族と土地を守る女性の
ドキュメンタリー映画。監督＝フォ
ン・イエン／2007年中国作品（114分）
４月17日（金）①14時30分②18時30分

（各回終了後ビデオサロン・カフェあ
り）、男女共同参画センターMIW（区役
所10階）、電話またはファクシミリ（記
入例参照）に希望日時を記入しMIW
（15211―884565211―8846）へ。
※託児サービス（有料・要予約）あり。

着物フリマ・eco創作フリマ
家で不用になった着物関係の販売や

家庭の不用品を利用して創作した品物
を販売します。
４月12日（日）12時～16時、JR飯田橋

駅セントラルプラザラムラ１階（飯田
橋４―10）

フリーマーケット

MIWビデオサロン＆カフェ

出店者を募集
区内在住・在勤・在学の個人または

グループ（営利目的の出店不可）、出店
料＝1,000円、４月５日（日）までにファ
クシミリ（記入例参照）で神田楽

らく

市
いち

坐
ざ

「ecoフリマ」（1 5281―782065281―
7611）へ。

室内でも、小さなベランダでもでき
る処理方法を紹介し、地球の環境を守
るための講演会です。
３月30日（月）13時～14時30分、神保

町区民館和室（神田神保町２―40）、講
師＝藤本倫子さん（環境カウンセラー）、
３月26日（木）までにファクシミリ（記入
例参照）で生ごみ110番東京ネットワー
ク千代田地区・白井（1・63269―6990）
へ。

JICA（独立行政法人国際協力機構）
は、青年海外協力隊・シニア海外ボラ
ンティアの制度や内容について説明会
を行います。
青年海外協力隊＝４月15日（水）18時30

分（18時開場）、秋葉原コンベンション
ホール（外神田１―18―13秋葉原ダイビ
ル２階）／シニア海外ボランティア＝
４月７日（火）19時～（18時30分開場）、
文京シビックホール２階小ホール（文
京区春日１―16―21）、いずれも当日直
接会場へ。
JICAボランティア募集選考窓口

13406―9900
http://www.jica.go.jp/hiroba/

青年海外協力隊・シニア海外
ボランティア　体験・説明会

都市型生ごみ処理の講演会

皆さんが区政について日ごろ感じて
いることや、ご意見などをお寄せくだ
さい。好きな時間に活動できます。ぜ
ひご応募ください。
活動内容 ①区政に対する意見、要望、
提案等の提出（随時）②区政に関する
アンケート調査の回答（年５回程度）
など
対象 ①封書モニター＝20歳以上の区
内在住・在勤・在学者30名（選考）②
Eメールモニター＝パソコンでEメー
ルができる20歳以上の区内在住・在
勤・在学者100名（選考）

平成21年度区政モニター募集 ※外国人は、日本語の読み書きができ
る方に限ります。
任期 ４月１日から１年間
謝礼 アンケートの回答１回につき
500円（図書カード）
申込み ３月31日（火）（消印有効）まで
に、封書モニターの方はハガキまた
はファクシミリ、Eメールモニター
の方はEメール（記入例参照）に職
業・性別・応募の動機を記入し広報
広聴課モニター募集係（〒102―8688
九段南１―２―１15211－417363239

―8604 kouchou@city.chiyoda.
tokyo.jp）へ。

往復ハガキで、
４/１０（金）～２０（月）
（消印有効）

所定の用紙で、
４/１（水）～２０（月）
（必着）

６月のスポーツ施設の利用申込み スポーツセンターのみ７月分

※１　往復ハガキ（記入例参照）で九段生涯学習館（〒１０２－００７４九段南１－５－１０）へ。
※２　外濠公園の空き状況は外濠公園管理事務所へお問い合わせください。
※３　外濠公園は、利用できる日でも時間帯によっては利用できない場合があります。
　　６月は、学校の行事等があるため詳しくは、外濠公園管理事務所へお問い合わせください。
※４　４月分から、申込受付が、スポーツセンターから、九段生涯学習館（1３２３４－２８４１）へ変わってい

ます。
※５　所定の用紙をスポーツセンター（〒１０１－００４７内神田２－１－８）へ。
※６　スポーツセンターは団体利用・個人利用の区別があります。詳しくは、お問い合わせください。

外 濠 公 園

スポーツセンター

花 小 金 井 運 動
施 設（ 野 球 ）

施　設　名 申込期間 抽選 空施設受付 利用できない日

野 球

テニス

４/２７（月）
九段生涯
学 習 館

５/１（金）
スポーツ
センター

５/１（金）
九段生涯
学 習 館

５/２（土）
１０時～
（申込順）

５/２０（水）
８時３０分～
（申込順）

５/２（土）
１０時～（申込順）
九段生涯学習館

※２※１

※５

※４

休館日
７/２１（火）

※６

６/７（日）
６/２１（日）

1３３４１－１７３１

1３２５６－８４４４

＊外濠公園の利用申込みで、ハガキに名前貸しなどの不正行為が多数出ています。
　実際に利用する方の名前で責任を持って申し込んでください。

往復ハガキで、
４/１（水）～２０（月）（必着）
九段生涯学習館

九段生涯学習館
へお問い合わせ
ください。

※３

ミュウ

写真提供＝大阪府男女共同参画推進財団

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校
　就学前が対象）を希望する方は
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合。
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに。
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号も記入。
※Eメールの場合は件名にも催し
などの名称を。
※費用の記載の無いものは原則無
　料。

■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、
その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物の
ためだけに利用しますが、詳しく
は、主催者にお問い合わせください。

―個人情報について―

ジャイカ
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４月19日（日）９時30分～、スポーツセ
ンター弓道場（内神田２―１―８）、区
内在住・在勤者、参加費＝500円、４月
９日（木）（必着）までに所定の申込書（ス
ポーツセンターで配布）を郵送または
ファクシミリで千代田区弓道連盟・山
田（〒102―0072飯田橋１―７―1113261

―170563262―6807）へ。

４月29日（祝）９時～、スポーツセンタ
ー（内神田２―１―８）、区内在住・在
勤者および千代田区バドミントン協会
平成21年度登録者、種目＝男子・女子

千代田区春季バドミントン大会

千代田区弓道大会

ダブルス、参加費＝1,000円、４月８日
（水）（必着）までに所定の申込書（スポー
ツセンターで配布）を郵送で千代田区
バドミントン協会・波多江（〒165―
0034中野区大和町４―26―６）へ。
千代田区バドミントン協会・前川

13251―1413

５月11日～７月13日の毎週月曜（５/
18・６/15を除く全８回）19時～20時、
スポーツセンター、16歳以上の方30名
（抽選）、指導＝清水美子さん（スタジ
オインストラクター）、参加費＝区内
在住者3,500円／その他の方4,000円（す
ぽすた会員＝区内在住者2,500円／その
他の方3,000円）、４月20日（月）（必着）ま
でに往復ハガキ（９面参照・１人１枚）
に性別を記入しスポーツセンター（〒
101―0047内神田２―１―８1 3256―
8444）へ。

５月11日～７月13日の毎週月曜（５/
18・６/15を除く全８回）10時～11時30

分、スポーツセンター、区内在住・在
勤者40名（抽選）、指導＝河井美佳さん
（ミズノグループ専属インストラクタ
ー）、参加費＝1,200円、４月20日（月）
（必着）までに往復ハガキ（９面参照）
に性別を記入しスポーツセンター（〒
101―0047内神田２―１―８1 3256―
8444）へ。
※託児サービス（１回750円）あり。

５月13日～７月１日の毎週水曜（全
８回）10時～11時、スポーツセンター、
16歳以上の方30名（抽選）、指導＝清水

はじめてのベリーダンス

エアロビクス教室

やさしいヨガ

美子さん（スタジオインストラクター）、
参加費＝区内在住者3,500円／その他の
方4,000円（すぽすた会員＝区内在住者
2,500円／その他の方3,000円）、４月20

日（月）（必着）までに往復ハガキ（９面参
照・１人１枚）に性別を記入しスポー
ツセンター（〒101―0047内神田２―１
―８13256―8444）へ。

５月28日～７月16日の毎週木曜（全
８回）18時30分～19時30分、神田さく
ら館（神田司町２―16）、区内在住・在
勤者30名（抽選）、参加費＝2,000円（傷
害保険料を含む）、指導員＝

ぬで

島
しま

和
わ

佳
か

恵
え

さん（フィットネスプランナー）、５
月16日（土）（必着）までに往復ハガキ
（９面参照・１人１枚）に緊急連絡先を
記入しスポーツセンター（〒101―0047

アクアビクス教室

内神田２―１―８13256―8444）へ。

地域包括支援センターの運営につい
て、区民の皆さんの意見を伺う「地域
包括支援センター運営協議会」の委員
を募集します。
対象 区内在住者で高齢者介護・福祉
に関心のある方若干名（選考）
※現委員の方も応募可
任期 ４月から３年間
協議会の開催回数 １年間に２～３回
程度
申込み ３月30日（月）（必着）までに封書
（９面参照）に応募の動機（400字程
度）を添えて高齢介護課相談係（〒
102―8688九段南１―２―１1 5211―
4221）へ。

地域包括支援センター
運営協議会委員を募集

だれもが生きやすい地域をつくるた
めに
自殺の背景には、過労・多重債務

等さまざまな社会的要因があり、自
殺を予防するには社会的な取組みが
必要です。
自殺対策について、どんな取組み

ができるか考えてみませんか。
３月25日（水）13時30分～15時、千

代田保健所４階講堂（神田錦町３―

10）、定員30名
（申込順）、講
師＝清水康之さ
ん（自殺防止と
遺族支援を訴え
るNPO「ライフ
リンク」代表）＝写真＝、当日までに
電話またはファクシミリ（９面参照）
で健康推進課保健予防係（1 3291―
365463291―3650）へ。

自殺のない社会をめざして

７月の保養施設の利用申込み

○保養施設の予約は各施設のみで受け付けています。
○インターネットで空室状況の確認や予約をする場合は〔千代田区のホームページ→施設案内→
家族やグループ旅行に→各施設のホームページ〕をご覧ください。

○箱根千代田荘・湯河原千代田荘・嬬恋自然休養村は、どなたでも利用できます。
○電話での申込みは１０時３０分～１８時。フリーダイヤルは区内の固定電話からのみ通話可能です。

箱根千代田荘 1０４６０-８６-１１５０ 7０１２０-０５-４１５０ 6０４６０-８６-１１５１
湯河原千代田荘 1０４６５-６３-１１５３ 7０１２０-００８-２６７ 6０４６５-６３-３０１４
嬬恋自然休養村 1０２７９-９６-１２８０ 7０１２０-２６-１２８０ 6０２７９-９６-１２８２
メレーズ軽井沢 1０２６７-４５-２６７６ 7０１２０-４５-２６７６ 6０２６７-４５-０９２０

箱　根

区内在住者

その他の方

利用したい施設へ電話で申し込んでく
ださい。
・ファクシミリやインターネットでも申
し込めますが、電話が優先です。確
実に予約を取りたい場合は電話で申
し込んでください。
・箱根・湯河原のインターネットの受付
開始は左記の電話受付開始のおお
むね３日後になります。

３か月前の同日（休館の場合
は前日）の１０時３０分から受
付
（例＝７/５泊の場合は４/５）

２か月前の同日（休館の場合
は前日）の１０時３０分から受
付
（例＝７/５泊の場合は５/５）

湯河原

嬬　恋

軽井沢

７/１４（火）～１６（木）

７/８（水）～９（木）

７/９（木）・１３（月）～１５（水）

７/７（火）～８（水）・１６（木）～１７（金）

予
約
申
込
み

７
月
の
利
用
で
き
な
い
日

区民商工課管理係  1５２１１－４１８１

東京よりも標高の高い箱根や嬬
恋、軽井沢では、都内より少し遅い
春を迎えます。区の保養施設（箱根

千代田荘・湯河原千代田荘・嬬恋自
然休養村・メレーズ軽井沢）で、満
開のさくらや、新緑に向かう山々の
変化などを見て、春の訪れを二度感
じてみませんか。
なお、各施設近辺のさくらの見ご

ろの目安は下図表のとおりです。
※天候などにより見ごろの時期は前
後することがあります。
※予約方法は右図表をご覧くださ
い。
区民商工課管理係 15211―4181

 施設名
 周辺のさくらの名所

  場所 見ごろ（目安）

 箱根千代田荘  箱根町内各所 ４月上旬～４月中旬

 湯河原千代田荘 千歳川沿い ３月下旬～４月中旬

 嬬恋自然休養村 JR万座・鹿沢口駅前 ４月下旬～５月上旬

 メレーズ軽井沢 小諸懐古園（小諸市丁３１１） ４月中旬～４月下旬
てい

大自然の中で春を満喫

千代田図書館の催し
企画展示「神田祭　いま・むかし展」
神田祭のこれまでの歴史と現在の

様子を錦絵や写真で紹介します。
３月23日（月）～５月23日（土）、千代

田図書館展示ウォール（区役所９階）
ほか

トークイベント　航海秘話シリーズ
第１回「マルコポーロとコロンブス」
ろう獄で語ったといわれる「東方

見聞録」など、マルコポーロとコロ
ンブスの冒険の裏側をイタリア・ジ

ェノヴァを中心にお話しします。当
日直接会場へ。
４月17日（金）18時～19時30分、千代

田図書館特設イベントスペース（区役
所９階）、講師＝中村孝

たかし

さん（ロシア
語通訳）、定員25名（先着順）
※航海秘話シリーズは、４月～９月
に、月１回（全６回）開催予定です。
おとなも一緒に紙芝居鑑賞
紙芝居は「絵」と「演じ手」の両方が

主体になって行われ、その物語が力
強く伝わってきます。当日直接会場
へ。
４月11日（土）11時～12時、千代田図

書館子ども室（区役所10階）、演じ
手＝JPIC（出版文化産業振興財団）読
書アドバイザー
としょかん寄席　講談
講談実演の前に、講談の基礎知識

をお話しします。
３月26日（木）19時

～20時30分、千代田
図書館特設イベント
スペース（区役所９
階）、定員50名（先着
順）、神田蘭さん（講談師）＝写真＝、
当日直接会場へ。

―いずれも―
千代田図書館 15211―4289

▲「東京神田祭礼之図」芳藤作
千代田図書館所蔵

▲湯河原　千歳川沿いの風景
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